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研究成果の概要（和文）：　本研究は、バングラデシュ農村部で拡充された学校教育制度と職業の接続の関係性を追求
するため、４村落における10年間の追跡調査を実施した。その結果、以下3点を明らかにした。
　①10年前に学校に通っていた子どもたちの追跡調査において、中等教育修了にふさわしい職業につけた例はごく一部
のみであった。②にもかかわらず、親の学歴主義の傾向はより一層強まっており、教育に投資する親が増加していた。
③政府は、教育と職業の接続について、特別な対策をとっていないため、今後政策的措置がとられなければ、学歴保有
者が適切な職業を得られない可能性が出てくる。

研究成果の概要（英文）：This study conducted fieldwork in four rural areas of Bangladesh for to argue 
that the relationship between school education system and job placement within the research period. As a 
result of that following three findings became obvious.
1.10 years of longitudinal research of the children who were going schools within the villages shows us a 
little cases exist the children could get jobs which are worthy of secondary school certificate. 
2.Despite of that, the parents' diplomaism have been stronger than before and many of them invested for 
children's education.3. There is a possibility the diploma holders or degree holders of Bangladesh cannot 
access to adequate jobs if the government doesn't make policy action.
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１．研究開始当初の背景 
研究代表者である日下部を含む関連研究
者らによって、これまで南アジアの教育制
度受容について研究を行ってきた結果、浮
き彫りになってきたのは、住民が子どもを
託すような機関は、政府が建設した学校の
みならずＮＧＯが建設した学校、モスクに
併設されたマドラサ（イスラーム神学校）
もあるという、複線的教育コースの存在で
あった。これにより、人々の中で学校教育
が普遍化、その存在は日々大きくなってい
る傾向を見出した。 
そこで今後の教育発展を見据えるうえで
も、これまでの研究を基礎とし、各国の教
育制度拡充政策の目標の一つである人的資
本育成が、既に成功しているのか、あるい
は成功の方向に向かうような兆しが発見で
きるのか、または失敗なのか、判断するた
め、研究の必要性を認めた。つまり経済・
雇用機会は、人々にどのように見え、どの
ような職業に接続しようとしているのか、
調査する必要を認識したといえる。 

 
２．研究の目的 
上記の背景より導かれた「バングラデシ
ュ農村部で拡充された学校教育制度と職業
の接続の関係性」を、約 10 年前と全く同
じ標本世帯、教育機関、教育行政機関など
を追跡調査することによって、10年前のバ
ングラデシュ農村で、受容されはじめた学
校教育制度が、次の進路形成のために機能
しているのか、特に中等教育または高等教
育を卒業したあと、教育をうけたにふさわ
しい就業機会が得られているのか、農村住
民がそのことについて有している学校教育
に対する意見、願望、期待なども合わせて
調査することとした。解明のポイントは以
下の 3点にまとめることができる。 

 
(1)10 年前に学校に通っていた子ども世代
が、現在どのような学歴あるいは職業を
有しているか、またそれは、農村部の人々
が納得できるようなものか。 

 
(2)親の子どもに対する、将来におけるビジ
ョンの在り方の、ここ 10年間の変化。 

 
(3)教育の供給側である学校や教育行政担
当者のインタビューによる、10年間の政
策的変遷とその政策意図を明らかにする
と同時に、初等・中等教育レベルのあり
方の多様性に着目し、中等職業教育、女
子教育の拡充が、工場労働者、またホワ
イトカラー人材の輩出を増幅させている
のかの検証。 

 
３．研究の方法 
 研究目的を達するため、初年度から最終
年度にかけて、バングラデシュのチッタゴ
ン県ラオジャン郡ゴヒラ村、ラジシャヒ県

プティア郡カタルバリア村、ブラフモンバ
リア県コジバ郡ソイダバッド村、メヘルプ
ール県ガンニ郡カラムディ村といったそれ
ぞれ特色を持ったバングラデシュの農村に
おいてフィールドワークを行っていった。
その際、主として家族構成や教育歴、家庭
経済、学校教育に関する意識調査など、10
年前のものと同様の 30 の質問からなる調
査票を用い、約 10 年後にあたる今日のデ
ータを比較することによる経年変化の比較
と、4 農村の地域間比較の手法を用いて、
教育発展の在り方、及び現地の人々の教育-
職業接続の見方などを明らかにしていくこ
とを方法の中心とした。 
 
４．研究成果 
研究成果は、以下の 3点および総括的結果
にまとめられる。 
 
(1)10 年前に学校に通っていた子どもたちの
追跡調査において、中等教育修了にふさわし
い職業につけた例はごく一部のみであった。 
 
(2)にもかかわらず、親の学歴主義の傾向は
より一層強まっており、教育に投資する親が
増加していた。 
 
(3)政府は、教育と職業の接続について、特
別な対策をとっていないため、今後政策的措
置がとられなければ、学歴保有者が適切な職
業を得られないケースが増加するであろう。 
 
総括的な結論としては、村人達は、近年、
子どもたちを学校やマドラサ（イスラーム神
学校）に行かせるようになり、親世代に一定
数いた未就学者が、現在の子ども世代では、
ほとんどいなくなっていた。そのほとんどは、
少なくとも小学校には就学し、また多くの場
合、中等学校に進んでいた。彼ら、つまり中
等教育あるいは高等教育に進学できた子ども
世代は、何らかの仕事に就こうとするものの、
ダッカなどの大都市でない限り、職業市場は
依然として厳しく、農村部雑業層に就かざる
を得ない状況があった。しかし、一方で、国
内外への出稼ぎの数が急激に増加しており、
ダッカをはじめ、ドバイ、オマーン、サウジ
アラビア等に数年単位で出稼ぎに行き、現金
収入を求める動きが活発化していた。つまり、
村人の学歴は上がり、現金収入はたしかに増
えてはいた。しかし、それは見せかけともい
え、詳細な本研究の調査結果からいえば、学
歴と職歴の「接続」や「連続性」は認められ
なかったといえる。 
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